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宇都宮
う つ の み や

山王地区
さ ん の う ち く

栃木
と ち ぎ

県
けん　

　宇都宮市
う つ の み や し

平成２０年３月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 6.7 ha

平成 17 年度　～ 平成 19 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 Ｈ16 Ｈ19

人／日 Ｈ16 Ｈ19

回／年 Ｈ16 Ｈ19

60

地域コミュニティの向上 地域に関する情報提供の回数
情報提供により，地域コミュニティの向上を図り，安全な住環境を
保持する。

0 3

公共施設満足度調査 公園広場の利用者数 交流の場の提供や住環境を向上させ，居住する満足度を高める。 30

1,350居住人口 山王市営住宅の居住人口 居住人口を増やし，世代間の交流を高めて地区を活性化する。 1,080

・本地区の小学校区においては，人口が平成元年度に比較し約17％減少しており，特に年少人口は約47％の減少となっている（Ｈ元年　1,110人　→　Ｈ16年　592人）ことから，少子高齢化の進展に伴う弊害を回避し，地域活力の維持・向上を図るため，
居住環境の整備などによる定住促進を進める必要がある。
・地域住民のコミュニティの形成や地区の自然環境の保全及び住環境の向上を図るため，拠点施設となる公園や広場を整備する必要がある。
・誰もが安心して快適に住み続けられるよう，地区の安全を確保する必要がある。

≪宇都宮市総合計画≫
・全ての市民が安心して暮らすことのできる，「安全で快適なまちづくり」を目指す。
≪宇都宮市住宅基本計画≫
・誰もが安心して快適に住み続けられるゆとりある住環境の実現

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 栃木県 宇都宮市 宇都宮山王地区

・本地区は，本市中心部より北に約10ｋｍに位置し，北の玄関口である東北自動車道と日光・宇都宮道路の宇都宮インターチェンジに近接して存在する，市街化調整区域に造成された住宅市街地である。
・この地区は，バスなどの公共交通機関やインターチェンジから連絡する宇都宮北道路などにより本市中心市街地へのアクセスは良く，また，周辺地域には，日光街道（国道119号線）に沿った集落のほか，公共施設として，約１ｋｍ北東に小学校や地区
市民センター，ＪＡ支所，保育園等が整備されているなど利便性の良い住宅市街地を形成している。

計画期間 交付期間 19

大目標：誰もが安心して快適に住み続けられるゆとりある住生活の実現

・市営住宅の建替えにより，多様な住宅ニーズに対応した良好な居住環境を形成する。
・開かれた公園や広場の設置により，地域住民のコミュニティ形成の場を確保するとともに，住環境の向上を図る。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・山王市営住宅の建替（15～17号棟　3棟106戸）・整備により，高齢者向けのシルバーハウジングプロジェクト住宅や身障者世帯向け住宅の供給及び若年
世代等の多様な住宅ニーズに対応した良質な居住水準の住宅を供給することにより，定住人口を増加させ，地域活力の維持・向上に寄与する。

公営住宅整備（山王団地）〔基幹事業〕
地域生活基盤施設（山王団地）〔基幹事業〕

・都市公園を整備し，地域住民のコミュニティの場を提供するとともに，自然環境の保全や住環境の向上を図る。 公園（山王団地）〔基幹事業〕

・地域住民の防犯に係る啓蒙用文書等を作成し配布することや，地域内の駐車車両に対する啓発表示板を作成し設置することで，誰もが安全に安心して
快適に住み続けられる住環境の保持を図る。

まちづくり活動推進事業（防犯啓蒙事業）〔提案事業〕
まちづくり活動推進事業（住環境維持啓発事業〔提案事業〕



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0

0

0

－ 0

－ 0

合計(A+B) 1,215
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

所管省庁名事業箇所名

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

全体事業費

地域創造
支援事業

事業期間（いずれかに○）
事業主体

事業活用調
査

事業

合計

－

－

交付期間内事業期間
規模

（参考）事業期間

規模

106戸

平成18年度 平成19年度

平成18年度

うち民負担分

0

うち民負担分

平成19年度 平成19年度

事業主体事業箇所名

486 国費率 0.4

直／間

－ 平成19年度 平成19年度

－

－

－

－

平成19年度

合計

交付対象事業費 1,215 交付限度額

事業
細項目

平成17年度 平成19年度

0

平成17年度直

平成19年度まちづくり活
動推進事業

平成19年度

平成18年度

平成19年度

平成18年度直 －

直

宇都宮市

宇都宮市防犯啓蒙事業

住環境維持啓発事業

－

－

公営住宅等整備 山王団地 宇都宮市

2,420㎡ 平成18年度 平成19年度

地域生活基盤施設（情報板） － 宇都宮市 直

公園 山王団地２号公園 宇都宮市

－直 平成19年度

平成18年度

0.80.8

0.40.4

0.40.40.40.4

1170.31,229.1

1,214.21,214.21,214.21,273

41.541.5

2.42.42.42.4

…A

…B

41.541.5

1170.31170.3

0.40.4

0.80.8



都市再生整備計画の区域

　宇都宮山王地区（栃木県宇都宮市） 面積 6.7 ha 区域 徳次郎町の一部，宝木本町の一部



居住人口 （　　人　　） 1080 （１６年度） → 1350 （１９年度）

公共施設満足度調査 （　人/日　） 30 （１６年度） → 60 （１９年度）

地域コミュニティの向上 （　回/年　） 0 （１６年度） → 3 （１９年度）
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）　整備方針概要図

目標
誰もが安心して快適に住み続けられるゆとりある住生活の実現を目指し，市営住
宅や公園の整備等を実施する。

代表的な
指標

基幹事業

提案事業

凡 例

■基幹事業
公営住宅等整備
山王市営住宅
15～17号棟106戸

■基幹事業
地域生活基盤施設
山王団地案内板

■基幹事業
公園
山王団地2号公園

□提案事業
まちづくり活動推進事業
防犯啓発事業
住環境維持啓発事業

山王団地
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